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２０２４年、令和６年がスタートしました。明け １月１１日（木）に３・４年生が、１２日（金）

ましておめでとうございます。今年もよろしくお願 に５・６年生が、体育館にて２時間かけて書き初め

いします。 を実施しました。

１月９日（火）始業式の朝、子どもたちの元気な それぞれの学年の題字は、３年生が「生きる力」、

声が学校に戻ってきました。子どもたちは、どんな ４年生が「元気な声」、５年生が「心を開く」、６年

冬休みを過ごしたのでしょうか？今年の冬休みは、 生が「希望の朝」です。

降雪もほとんどなく、過ごしやすい冬休みでした。 どの学年の子どもたちも、講師の髙橋美代子先生

ご家庭で素敵な思い出も作れたことと思います。 に教えていただいたことを守りながら、一文字一文

始業式では、子どもたちに２つのお願いをしまし 字に心を込めて真剣に書いていました。子どもたち

た。１つ目は３学期は「０学期」であるという話で の成長には目を見張るものがあります。短時間でと

す。次の学年の準備をする学期という意味です。学 ても上手になり、書いている時の目が輝いていたの

年が上がるという心構えをもち、今までに習った勉 が、とても印象的でした。

強の復習や新しい目標を持って生活をしてもらいた なお、書き上げた作品は、１月３０日（火）より

いです。２つ目は、「感謝の気持ち」を大切にしよう ２月９日（金）まで展示します。

という話をしました。３学期は大切な行事である「卒 保護者の皆様は、３学期の授業参観の際にご覧に

業式」があります。１～５年生は、今まで面倒を見 なってください。

てもらった６年生に「ありがとう」の意味を込めて

「感謝の気持ち」を。６年生は、６年間過ごした桃

野小学校、そこでの生活、出会った友達や先生方、

そして、育ててくれた家族など、様々なことに「感

謝の気持ち」を。桃野小の子どもたち全員がそれぞ

れに精一杯の「感謝の気持ち」をあらゆる場面で表

現してくれることを願っています （３年生：生きる力） （４年生：元気な声）

今年は辰年です。辰年は物事が目に見えて大きく

動き、変わっていく年。また、これまで努力してき

たことが、グンと飛躍して、更なる成長が期待でき

ると言われています。子どもたちの今までの努力が

実を結び、笑顔溢れる年になるよう願っております。

保護者の皆様、地域の皆様、今年も桃野小学校へ

のご支援よろしくお願いいたします。 （５年生：心を開く） （６年生：希望の朝）

《大谷選手からのメッセージ》
学校関係者各位

１月１２日（金）の午後、教育委員会より大谷翔平選手から 貴校ますますご清栄の事とお慶び申し上げます。ロサンジェルス・エンゼ
の３つのグローブが届きました。子どもたちには、１月１６ ルス・オブ・アナハイムのメジャーリーガー、大谷翔平です。
日（火）に臨時集会を開き紹介しました。大谷選手から、野 この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を持ってもら
球に興味をもってほしい、「野球やろうぜ」のメッセージが添 うために立ち上げたプログラムをご紹介するためのものです。
えられていました。メッセージからは、子どもたちに「大き この３つの野球グローブは学校への寄付となります。それ以上に私はこの
な夢や感謝の気持ちをもってほしい」、そんな願いも込められ グローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとな
ているように感じました。３つのグローブを大切に使わせて ることを望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を送る機会
いただきたいと思います。大谷選手「ありがとう」。 を与えてくれたスポーツだからです。

このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらうために、私
からの個人的なメッセージを生徒たちに伝えていただけたら幸いです。
この機会に、グローブを寄贈させていただけることに感謝いたします。
貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。
野球しようぜ。

右利き用２つ、左利き用１つ ６年生代表児童による使い初めキャッチボール 大谷翔平

２０２４年 新年を迎えて 新春 書き初め ～心を込めて～

桃小だより桃小だより

大谷翔平選手からグローブが届きました


